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（昭和59年6月1日現在）

51，392世帯（前月比128人増）

162，173人（前月比284人増）

80，698人

81，475人

世帯数

人口

男

女

市
内
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の
自
動
車
専
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路
と
し
て
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

起
工
式
に
は
、
林
田
京
都
府
知

事
、
稲
葉
滋
賀
県
副
知
事
（
知
事

代
理
）
を
は
じ
め
、
池
本
宇
治
市

長
ら
約
四
百
人
が
参
加
。
林
田
知

事
は
「
六
十
三
年
京
都
国
体
ま
で

に
府
内
の
道
路
網
公
男
倆
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
京
滋
バ
イ
パ
ス

の
一
日
も
早
い
完
成
は
府
民
の
願

い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
の
あ

と
、
池
本
宇
治
市
長
、
山
田
大
津

市
長
ら
と
と
も
に
喜
び
の
ク
ワ
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。

6
2
年
度
完
成
へ
全
力

宇治市長池本正夫
▲起工式で早期完成を祈ってクワ入れする池本市長（左）と林田知事（右）＝二尾勢ノ谷で

通
混
雑
緩
和
の
た
め
計
画
さ
れ
、

こ
の
た
び
起
工
式
夕
迎
え
ま
し

た
こ
と
は
地
元
市
長
と
し
て
喜

び
に
た
え
ま
せ
ん
。

ご
承
知
の
ぷ
フ
に
、
六
十
三

年
に
は
京
都
国
体
が
開
か
れ
る

予
定
で
す
。
こ
の
た
め
、
京
滋

バ
イ
パ
ス
は
六
十
二
年
度
に
は

完
成
い
た
だ
ぐ
こ
と
が
府
・
市

御
山
町
の
枚
方
バ
イ
パ
ス
に
至
る

延
長
二
十
七
キ
ロ
封
。
こ
の
う
ち
、

道
路
公
団
が
施
行
す
る
大
津
市
瀬

田
の
名
神
高
速
道
路
か
ら
宇
治
市

棋
島
町
の
国
道
2
4
号
線
ま
で
の
十

七
・
ニ
キ
ロ
封
は
、
四
車
線
の
自

動
車
専
用
道
路
で
す
。
こ
の
間
に

は
、
宇
治
ト
ン
ネ
ル
（
全
長
四
・

三
キ
ロ
）
な
ど
四
つ
の
ト
ン
ネ
ル

と
瀬
田
、
西
笠
取
、
宇
治
の
三
河

川
に
橋
が
架
け
ら
れ
ま
す
。

市
内
で
は
、
笠
取
、
黄
道
、
棋

共
通
の
行
政
課
題
で
す
。

こ
の
た
め
沿
道
の
各
市
が
心

全
Ｂ
せ
、
工
事
促
進
の
た
め

協
力
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。地

元
の
皆
さ
ん
忽
仕
島
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
何
か
と
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
京

滋
バ
イ
パ
ス
の
早
期
完
成
に
向

け
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

孝
一
。

島
の
三
ヵ
所
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
設
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
菟

道
の
府
道
京
都
宇
治
線
と
枚
方
バ

イ
パ
ス
ま
で
の
六
・
四
＊
ｎ
メ
ー
ト

ル
に
は
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
と
並
行

し
て
両
側
に
側
道
が
つ
く
ｙ
・
れ
、

市
内
か
東
西
に
走
る
主
要
道
路
と

し
て
市
民
牛
活
の
利
便
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
総
事
業
費

は
約
千
四
百
七
十
億
円
。

環
境
影
響
評
価
へ

住
民
意
見
を
反
映

京
庇
バ
イ
パ
ス
は
、
昭
和
四
十

六
年
十
二
月
二
十
四
日
に
、
建
設

省
と
日
本
道
路
公
団
か
ら
近
畿
圏
一

整
騨
素
一
回
し
嘉
言

▲工事が進む宇治トンネル東抗口

れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
市
で
は
、
五
十
一
年
十

月
に
市
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
京

Ｅ
バ
イ
パ
ス
環
境
対
策
協
議
心
一
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
京
厖
バ
イ

パ
ス
整
備
計
画
に
伴
う
環
境
影
響

評
価
に
つ
い
て
諮
問
し
ま
し
た
。

五
十
四
年
十
二
月
に
は
日
本
道
路

公
団
か
阜
鼠
汚
染
や
騒
音
な
ど

十
二
項
目
に
わ
た
る
評
価
書
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
五
十

五
年
三
月
に
同
案
の
縦
覧
応
変
一
、

二
百
十
五
通
の
意
見
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
一
回
に

わ
た
り
沿
線
住
民
へ
の
説
明
会
を

開
催
、
八
月
に
は
準
公
聴
会
を
開

い
て
、
十
九
人
の
住
民
側
公
仙
人

が
意
見
陳
述
し
ま
し
た
。

こ
フ
し
た
中
、
同
協
議
会
は
現

地
調
査
や
住
民
側
か
ら
の
意
見
書
、

事
業
者
側
の
こ
れ
に
対
す
る
見
解

書
を
参
考
に
し
て
審
議
を
重
ね
、

五
十
五
年
十
月
に
は
環
境
保
全
協

定
の
締
結
な
ど
を
内
容
と
し
た
答

申
名
竹
い
ま
し
た
。
市
は
こ
の
笞

申
書
を
事
芙
者
に
送
付
し
、
こ
れ

を
評
価
書
に
反
映
す
る
ぶ
つ
求
め
、

同
月
、
日
本
道
路
公
団
か
疸
評
価

害
の
提
出
か
受
け
ま
し
た
。
こ
う

し
て
四
年
間
に
わ
た
る
京
滋
バ
イ

パ
ス
環
境
影
響
評
価
の
作
業
は
終

ア
￥
ｎ
た
。

京
滋
バ
イ
パ
ス
は
新
し
い
必

脈
‘
と
し
て
、
六
十
二
年
度
完
成

に
向
け
て
工
事
は
本
格
的
に
動
き

出
し
ま
し
た
。

337

京
滋
バ
イ
パ
ス
が
、
国
道
1

号
線
及
び
名
神
高
速
道
路
の
交

京
滋
バ
イ
パ
ス
は
、
滋
賀
県
草

津
市
の
国
道
1
号
線
か
ら
夭
津
市

石
山
を
経
て
宇
治
市
内
に
入
り
、

笠
取
か
ら
一
兎
道
に
出
て
宇
治
川
を

渡
り
横
島
へ
、
そ
し
て
京
都
府
久

交
通
緩
和
と
山
間
地
の
振
興

7
月
1
日
オ
ー
プ
ン

滝すべりや造波プール

京
都
府
が
、
太
陽
が
丘
（
山
城

総
合
運
動
公
園
）
に
建
設
を
進
め

て
い
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
が
こ

の
ほ
ど
一
読
。
七
月
一
日
か
ら
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。

完
成
し
た
の
は
、
水
上
ス
テ
ー

ジ
が
あ
る
遊
泳
プ
ー
ル
と
二
十
五

む
、
七
コ
ー
ス
の
ト
レ
ー
’
ニ
ン
グ

プ
ー
ル
の
ほ
か
、
水
辺
に
砂
利
を

警
后
の
感
じ
を
出
し
て
い
る
造

波
プ
ー
ル
、
ウ
オ
ー
タ
ー
ボ
ブ
ス

卜
水
上
ス
テ
ー
ジ
が
あ
る
遊
泳
プ
ー
ル

レ
ー
と
ス
ー
フ
ィ
ダ
ー
を
9
脊
縄

す
べ
り
、
そ
し
て
、
噴
水
が
設
け

ら
れ
た
幼
児
専
用
の
渓
流
・
早
ど

も
プ
ー
ル
の
五
施
設
で
す
。
フ
ァ

ミ
リ
ー
プ
ー
ル
は
、
約
二
万
六
千

平
方
封
で
、
一
日
最
大
一
万
二
千

人
が
利
用
で
茫
乎
。

太
陽
が
丘
は
、
昭
和
五
十
七
年

に
開
園
し
て
以
来
、
入
園
者
は
百

五
十
万
人
を
数
え
、
ス
ポ
ー
ツ
ー

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
と
し

て
親
し
ぎ
右
て
い
ま
ず
。
今
回
完

成
し
た
フ
Ｊ
Ｄ
Ｉ
プ
ー
ル
を
ご

利
用
い
た
だ
き
、
大
い
に
心
身
を

鍛
え
て
ぐ
だ
さ
い
。

▲77ｍのウオーターボブスレー

コースと造波プール（上方）

8
月
末
ま
で
開
設

▽
開
設
期
間
と
利
用
時
間
・
・
・
七
月

一
日
～
八
月
三
十
一
日
、
午
前

九
時
～
午
後
五
時

▽
利
用
料
金
・
：
大
人
9
九
百
円
、

高
校
生
上
〈
百
円
、
小
・
中
学

生
＝
四
百
円
、
幼
児
（
四
歳
以

上
）
―
百
円
、
団
体
割
引
（
二

十
五
人
以
上
二
〇
び
割
引
）

プ
ー
ル
監
視
員
を
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
の
開
園
に

伴
い
プ
ー
ル
監
視
員
を
募
集
し
ま

す
。▼

対
象
・
人
数
・
：
1
8
歳
以
上
の

男
子
（
3
0
人
）
▼
期
間
…
7
月
1

日
Ｆ
8
月
3
1
日
▼
日
給
・
・
・
四
千
二

百
円
▼
申
し
込
み
・
・
・
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
忿
明
記
し
、
7
月
5
日
ま
で
に

山
城
総
合
運
動
公
園
（
広
野
町
八

軒
屋
谷
一
）
へ
。

京滋バイパス

建設工事 本格的に始動

6
月
6
日

起
工
式

太
陽
が
丘

フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
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消防30周年

昭
和
二
十
九
年
に
開
設
き
れ
た
宇
治
市
消
防
署
は
、
七
月
一
日
で
三
十
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
間
、
消
防
力
は
近
代
化
に
向
け
て
着
実
に
成
長
を
遂
げ
、
ま
た
消
防
団

や
消
防
外
郭
団
体
と
の
連
携
の
下
に
、
多
く
の
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
社
会
経
済
の
め
ざ
ま
し
い
進
展
は
、
消
防
が
立

ち
向
か
う
べ
き
対
策
や
範
囲
を
量
的
、
質
的
に
増
大
、
複
雑
化
さ
せ
、
消
防
行
政
に

対
す
る
市
民
の
期
待
や
要
請
も
、
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
消

防
の
こ
れ
ま
で
の
軌
跡
と
現
状
を
踏
ま
え
、
災
害
予
防
の
た
め
に
も
市
民
の
皆
さ
ん

に
、
消
防
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

都
市
化
傾
向
を
示
す
災
害

装
備
の
近
代
化
で
対
応

＞26年3月宇治市制施

行に伴い宇治市連合消

防団が発足。旧五力町

村（束宇治．宇治・揖

島・小倉・大久保）消

防団を統合する。

＞27年8月宇治市消防

本部を設置（写真右は

当時の消防車）。

＞29年7月宇治市消防

署を設置。署員14人、

消防車3台でスタート。

激
な
経
済
成
長
に
伴
つ
、
交
通
事

故
や
労
働
災
害
の
増
加
に
対
応
す

る
こ
と
を
中
心
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
四
十
年
ご
ろ
か
ら
は
本
市
の

人
口
増
加
傾
向
と
並
行
す
る
ぶ
フ

に
、
急
病
人
の
取
り
扱
い
が
急
増
。

最
近
で
は
、
全
体
の
四
割
を
超
え

る
ぶ
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ〉30年4月宇治市消防署東宇治分遣所を設置。

1〉34年7月救急業務を市衛生車で開始。「出動！」の号令に、素早く準備体制を整える隊員たち▲

｜》40年3月救急車第1号が寄贈される。

＞44年10月消防本部（署）新庁舎が完成。。鉄筋コ

ンクリート3階建てで、諸設備が充実。

ｌ〉45年3月束宇治分遣所を東宇治消防出張所に

昇格し、同時に出張所新庁舎（現在のもの）が完

成。これはより束宇治地区の消防体制が充実。

【〉47年4月西宇治消防出張所を設置。西宇治地

区の消防体制が充実。

1〉47年10月18メーｌヽル級はしご付き消防ポンプ

自動車を購入。市内に増えてきた、中・高層建

築物火災に備える（写真左）。

Ｃ〉51年6月束宇治・西宇治消防出張所を消防分

署に昇格。1署2分署で署員数計108人、消防

車など19台、救急車4台を配備。

に
よ
り
、
初
め
て
自
治
体
消
防
が

誕
生
。
そ
の
後
、
体
制
強
化
を
図

る
た
め
、
二
十
九
年
七
月
に
消
防

庁
舎
の
新
設
と
同
時
に
、
人
員
を

増
や
し
て
消
防
署
を
開
設
。

こ
の
ふ
っ
に
、
消
防
の
常
備
化

か
推
進
さ
れ
た
最
も
基
本
的
な
夢

因
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
現
場
に

市
消
防
署
で
は
、
火
災
予
防

対
策
の
一
環
と
し
て
、
市
民
・

事
業
所
の
自
主
防
火
組
織
の
育

成
に
努
め
て
い
未
丁
。
現
在
、

活
動
し
て
い
る
団
体
を
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

（
宇
治
市
少
年
婦
人
防
火
委

員
会
）
・
・
山
中
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
（
五
十
五
人
）
、
山
中
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
（
五
十
人
）
、
広
芝
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
（
三
丈
）
と

笠
取
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
（
四
十

五
人
）
で
構
成
。

幼
年
（
六
Ｌ
九
歳
）
・
少
年

（
十
上
血
歳
）
消
防
ク
ラ
ブ

は
、
水
難
救
助
法
や
花
火
の
正

し
い
遊
び
方
な
芯
勉
強
。
ま

た
、
山
火
事
防
止
の
た
め
の
灰

皿
取
昨
一
付
け
や
、
火
災
予
防
運

動
中
の
地
域
の
夜
回
り
、
防
火

ポ
ス
タ
ー
の
作
成
な
ど
ぶ
麗
。

昨
年
十
月
か
ら
は
鼓
笛
隊
を
編

成
し
、
今
年
の
出
初
め
式
で
練

習
成
果
奪
碩
露
し
ま
し
た
。

笠
取
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は
、

地
域
が
山
間
部
に
あ
り
、
昼
間

の
男
性
人
口
が
少
な
い
こ
と
か

ら
結
成
。
月
二
回
の
消
防
ポ
ン

＞57年4月15メートルの救助訓練塔を備え

た西小倉消防分署を設置。これで1署3分

署となり、地域の消防体制はさらに充実。

＞57年8月水難救助用舟艇を購入（写真右）。

＞58年12月バスケット付きはしご車を購入。

＞59年6月現在、1署3分署で署員数136

人、消防車など24台、救急車5台を配備。

59年7月1日で、市消防署発足30周年を迎

える。
▲山火事防止に灰皿設置（山中・

広芝少年消防クラブ）

消
防
団
の
な
い
九
地
域
の
町
内

で
結
成
。
加
盟
し
て
い
る
の
は
、

安全支える市民の力

外郭5団体の活動

西
大
久
保
防
火
推
進
町
、
西
大

久
保
府
営
団
地
襲
目
治
会
、

北
御
園
商
店
街
、
北
御
園
防
火

推
進
町
、
木
幡
正
中
第
二
町
内

会
、
御
蔵
山
商
店
街
、
蔭
山
町

内
会
、
西
小
倉
連
合
自
治
会
、

紫
ヶ
丘
自
警
団
で
、
地
域
で
の

防
火
映
画
会
の
開
催
や
消
火
訓

練
な
ど
実
碑

（
宇
治
自
衛
消
防
隊
連
絡
協

議
会
）
。
・
・
防
災
へ
の
自
衛
体
制

を
確
立
す
る
た
め
、
屋
内
消
火

栓
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
病
院
、

ホ
テ
ル
・
旅
館
、
了
・
・
ケ
″
ト
、

社
寺
、
工
場
な
ど
市
内
四
十
九

ｒ
ｉ
Ｉ
・
。
｀
Ｉ
ｒ
・
Ｉ
・
1
4
1
｀
・
1
4
1
｀
ｙ
．
一
・
Ｉ
ｊ
‐
・
Ｉ
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「
ウ
～
ウ
ー
ウ
ー
ツ
」
、
夜
更

け
の
町
に
、
身
を
m
す
よ
ラ
な

サ
イ
レ
ン
の
m
鳴
り
響
く
。

　
去
る
五
月
十
九
日
午
後
十
時
二

十
分
ご
ろ
、
市
内
西
部
の
工
業
地

域
で
。
無
人
社
屋
か
ら
出
火
し
で

い
る
の
蔵
付
近
を
車
で
走
行
中

の
市
民
が
奢
見
。
同
十
時
二
十
四

分
、
消
防
本
部
に
一
一
九
番
通
報

が
入
り
、
直
ち
に
消
防
皇
八
台
が

現
場
に
急
行
。
到
着
後
即
座
に
放

水
は
開
始
さ
れ
、
合
計
六
十
三
人

の
署
員
と
消
防
団
員
は
、
果
敢
に

火
煙
と
取
り
組
む
。
既
に
社
屋
の

一
部
は
全
面
燃
焼
し
、
付
属
す
る

別
棟
へ
と
延
焼
払
大
中
で
あ
っ
た
。

近
隣
の
建
物
へ
の
飛
び
火
が
一
心
配

さ
れ
た
が
、
幸
運
に
も
無
風
に
近

く
、
天
候
に
血
學
£
て
消
火
活

動
は
順
調
に
は
か
ど
る
。
放
水
開

始
五
分
後
に
火
勢
は
衰
え
、
そ
の

後
十
分
後
に
鎮
火
迄
姫
認
。
ふ
Ｂ

せ
で
三
棟
、
延
べ
三
百
十
八
平
方

メ
ー
ト
ル
が
全
焼
・
・
・
出
火
原
因
は
、

今
な
お
調
査
中
・
…
・
＝
こ
れ
は
、

消
防
の
活
動
ぶ
り
m
す
一
例
で

す
。
消
防
の
任
務
は
火
災
や
地
震
、

風
水
害
、
各
種
事

故
な
ど
の
災
害
一

般
か
ら
市
民
の
生

命
と
財
産
の
保
護
、

お
よ
び
そ
の
被
害

の
拡
大
を
防
止
す

る
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
、
消
防
隊

員
は
非
常
時
に
備

え
て
常
に
消
火
、

救
急
救
助
活
動
な

ど
の
訓
練
忿
竹
い
。

地
域
防
災
の
要
と

し
で
市
民
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ

ラ
務
め
で
い
ま
ず
。
ま
た
、
市
の

公
設
機
関
と
し
で
民
間
の
有
志
で

結
成
さ
れ
た
消
防
団
も
、
火
災
や

風
水
害
な
ど
の
緊
急
時
に
は
消
防

活
動
に
献
身
的
に
活
躍
し
柔
ｙ
。

　
装
備
も
充
実
に
向
け

　
科
学
化
を
促
進

　
市
で
は
現
在
、
消
防
本
部
の
下

に
宇
治
市
消
防
署
と
、
東
宇
治
・

西
早
治
・
西
小
倉
消
防
分
署
を
配

置
す
る
一
署
三
分
署
の
体
制
（
七

月
一
日
か
ら
は
い
西
小
倉
消
防
分

署
が
消
防
署
に
昇
格
し
二
署
二
分

署
と
な
る
予
定
）
で
、
総
員
百
三

土
ハ
人
で
編
成
。
機
械
力
・
装
備

面
で
は
、
災
害
の
複
雑
多
様
化
に

対
応
す
る
た
め
、
は
し
ご
車
や
化

学
消
防
車
、
救
助
工
作
車
な
ど
二

十
九
台
の
車
両
と
水
難
救
助
用
舟

艇
一
隻
を
配
備
。
そ
の
外
、
破
壊

用
具
や
救
助
機
具
多
数
登
備
え
で

い
康
司
一
方
、
消
防
団
に
は
小

型
動
力
ポ
ン
プ
な

芦
午
八
台
曳
配
備

し
で
い
卓
子
。

　
消
火
栓
や
防
火

水
槽
な
ど
の
消
防

水
利
は
、
市
内
に

二
千
二
十
二
ヵ
所

を
設
置
。
火
災
現

場
の
地
勢
に
か
か

付
近
の
地
図
や
消
防
用
水
の
位
置

な
芦
か
ブ
ラ
ウ
ン
管
に
写
し
出
さ

れ
、
速
や
か
に
消
防
車
や
救
急
車

な
ど
の
出
動
隊
に
情
報
提
供
で
き

る
ぷ
っ
に
な
っ
で
い
未
了
。

多
様
化
を
た
ど
る

火
災
・
救
急

　
本
市
の
火
災
発
生
状
況
は
、
消

防
署
奢
露
の
昭
和
二
十
九
年
に

は
年
間
十
五
件
で
あ
っ
た
も
の
が

近
年
で
は
五
十
件
牽
上
回
る
ぷ
っ

に
な
っ
て
い
未
了
。
種
類
で
は
一

般
住
宅
火
災
が
過
半
数
か
ａ
め
、

原
因
も
た
ば
こ
、
火
遊
び
、
天
ぷ

ら
鍋
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
洋

意
に
よ
る
も
の
が
大
半
。
し
石
1

最
近
で
は
世
相
の
反
映
と
も
考
え

ら
れ
る
放
火
が
全
国
的
に
増
加
値

向
を
ふ
し
、
本
市
で
も
五
十
八
年

3
0
年
の
歩
み

市民との連携で守

る安全

火災の推移（出火件数）
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ト
本
番
に
備
え
、
厳
し
い
訓
練
を
続
け
る
レ
イ
ン
ジ
ヤ
ー
隊
員

（
西
小
倉
消
防
分
署
で
）

重
要
性
増
す

消
防
の
役
割

本
市
の
消
防
は
終
戦
直
後
ま
で

消
防
団
に
頼
る
に
祁
な
く
、
市
制

発
足
時
の
二
十
六
年
、
市
長
部

局
に
常
勤
二
名
を
配
置
し
た
こ
と

▲緊急現示システムを備えた通信指令室

駆
け
つ
け
る
た
め
の
初
期
出
動
体

制
を
作
び
上
げ
る
こ
と
と
、
都
市

化
に
伴
い
、
専
門
的
な
予
防
行
政

を
行
う
必
要
性
が
高
ま
っ
て
参
た

こ
と
に
あ
り
未
了
。

そ
の
後
、
消
防
も
伝
統
的
な
火

消
し
の
仕
事
か
ら
火
災
予
防
、
救

急
救
助
、
防
災
活
動
な
ど
、
極
め

て
広
い
範
囲
の
業
務
を
担
当
す
る

ぶ
っ
に
な
り
ま
し
た
。

今
日
で
は
、
急
激
な
都
市
化
に

よ
る
木
造
家
屋
の
老
朽
化
や
、
住

宅
密
集
地
の
出
現
、
危
険
物
施
設

の
増
大
な
ど
、
市
街
地
で
は
危
険

度
が
高
ま
っ
て
い
未
了
。
ま
た
、

家
庭
に
電
気
、
ガ
ス
、
石
油
な
ど

の
危
険
物
が
大
量
に
取
り
入
れ
ら

れ
、
火
災
の
発
生
や
被
害
聚
増
大

さ
せ
る
要
因
が
山
積
。
加
ふ
に
｝
、

開
発
に
起
因
す
る
自
然
災
害
の
可

能
性
、
淮
？
尽
夫
地
震
が
あ
る

と
い
わ
れ
る
今
日
的
な
状
況
な
ぺ

災
害
の
危
険
か
ら
市
民
の
生
命
と

財
産
ぶ
寺
る
た
め
に
、
消
防
の
果

た
す
役
割
は
未
冨
予
重
要
に
な

っ
て
き
て
い
未
了
。

ブ
放
水
訓
練
の
外
、
春
秋
の
山

林
パ
ト
ロ
ー
ル
、
山
火
事
防
止

彦
訴
え
る
看
板
設
置
、
火
災
予

防
運
動
中
の
地
域
の
夜
回
り
な

ど
を
実
施
。
昨
年
八
月
の
二
尾

で
の
山
林
火
災
時
に
は
消
火
活

動
に
貢
献
。
消
防
本
部
か
ら
感

謝
状
が
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
宇
治
市
自
主
防
災
組
織
）
・
：

家
屋
密
集
地
や
連
戸
式
住
宅
街
、

安全支える市民の力

外郭５団体の活動▲消火器訓練も怠りなく（昨年10月、宇治自衛

消防隊連絡協議会の消防訓練大会で）

種
業
所
で
編
哉
。
防
災
施
ｓ
ａ
ｙ

見
学
会
や
研
究
会
か
走
期
に
行

う
外
、
毎
年
秋
に
は
「
消
防
訓

練
大
命
を
開
催
、
日
ご
ろ
の

訓
練
成
果
忠
心
い
合
っ
て
い
ま

す
。｛

京
都
府
危
険
物
安
全
協
会

宇
治
市
支
部
〉
…
地
下
タ
ン
ク

な
ど
の
危
険
物
施
設
を
保
有
し

て
い
る
工
場
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
な
ど
の
九
十
八
事
業
所
で

編
成
。
危
険
物
取
扱
者
防
火
研

究
会
、
危
険
物
取
扱
者
試
験
お

よ
び
防
火
管
理
者
資
格
付
与
の

た
め
の
講
習
会
を
開
き
、
災
害

防
止
へ
の
科
学
的
知
識
の
向
上
、

防
火
施
設
の
整
備
改
善
を
図
っ

て
い
ま
す
。

（
宇
治
消
防
協
力
会
〉
…
消

防
警
備
上
必
要
な
事
業
や
、
防

火
思
想
の
普
及
に
関
し
て
消
防

署
を
支
援
す
る
た
め
に
、
現
在

百
三
十
四
事
業
所
で
編
成
。
防

火
研
修
心
］
の
開
催
、
研
修
用
図

書
や
防
火
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
購

入
な
ど
に
協
力
し
て
い
康
ｙ
。

芝
居
や
ビ
デ
オ

コ
ー
ナ
ー
を
設

置
。こ
の
ほ
か
、

少
林
寺
宇
治
道

場
に
よ
る
マ
ン

ガ
映
画
館
も
開

か
れ
未
了
。

ま
た
、
宇
治

橋
通
り
商
店
街

振
興
組
合
に
よ

る
特
価
コ
ー
ナ
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地
域
で
防
災
・
救
助
体
制
を

市
民
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

あ
る
日
突
然
救
急
車
の
お
世
話
に

宇
治
大
谷
在
住
黒
田
時
子
さ
ん

私
は
、
救
急
車
の
お
か
げ
で
、

治
療
が
手
遅
れ
に
な
ら
ず
に
済
み

ま
し
た
。

今
年
三
月
十
日
の
早
朝
の
こ
と

で
す
。
目
か
竟
ま
す
と
目
ま
い
が

し
、
ま
た
吐
き
気
と
脱
力
感
で
、

体
の
異
変
に
は
す
ぐ
気
づ
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
主
人
は
既
に
勤
め

に
出
て
い
ま
し
た
し
、
病
院
へ
行

く
に
も
時
間
が
早
く
、
第
一
に
立

っ
て
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
私
か
見
て
、
娘
が
た
ま
ら

ず
に
救
急
車
を
要
請
。
手
当
て
が

早
か
っ
た
お
か
げ
で
、
大
事
に
は

到
ら
す
、
翌
日
に
は
退
院
で
’
■
ｆ
ｔ
Ｗ
Ｍ
し
た
。
・
救
急
隊
の
人
は
、
大
変
親
切
で
、
安
心
し
て
お
任
せ
す
る
こ
と
が
で
μ
ま
し
た
。
救
急
車
と
い
う
と
、
一
瞬
ち
ゅ
シ
ち
ょ
し
が
ち
で
す
が
、
例
え
ば
老
夫
婦
だ
け
の
所
帯
が
増
え
て
い
る
今
日
、
電
話
一
本
で
駆
け
つ
け
て
ぐ
れ
る
救
急
隊
は
、
一
番
頼
り
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
フ
か
。

火
災
予
防
は
ま
ず
家
庭
か
ら

広
芝
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
菅
野
弘
二
さ
ん

火
災
予
防
の
た
め
に
は
、
ヱ
に
と

も
の
時
か
ら
火
災
予
防
の
た
め
の

知
識
と
警
火
心
を
養
う
こ
と
が
大

切
と
思
い
康
ｙ
。
広
芝
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
に
発
足
。
今
で
は
町
内
会
挙
げ
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、
活
動
も
順
調
で
す
。
防
火
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
消
防
団
と
合
同
で
行
う
団
体
訓
練
の
成
果
と
し
て
、
子
片
七
た
ち
に
は
礼
節
と
規
律
心
が
備
わ
り
、
ま
た
明
る
く
活
発
に
成
長
し
て
い
ホ
チ
。
宇
治
市
の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
、
京
都
市
夕
殴
い
て
府
下
で
は
最
も
活
動
が
盛
ん
で
す
。
し
妬
し
、
他
府
県
に
は
、
育
友
心
一
と
教
師
、
生
徒
会
が
力
宝
易
せ
、
学
校
ぐ
る
み
の
組
織
に
な
っ
て
い
る
例
か
あ
る
な
ぺ
全
国
的
に
は
、
ま
だ
ま
だ
未
整
備
で
す
。
今
後
、
組
織
奪
胎
ハ
し
て
い
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
財
源
面
で
の
確
保
が
課
題
と
考
え
て
い
‘
’
ヂ
。

日
常
の
警
火
を
怠
り
な
く

笠
取
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

久
野
サ
ト
子
さ
ん

ご
承
知
の
ぷ
っ
に
、
笠
取
地
区
は
市
街
地
か
ら
離
れ
た
山
間
部
で

す
。
火
災
発
生
時
に
、

到
着
す
る
ま
で
に
は
、

消
防
車
が

随
分
と
時

間
を
要
し
濠
Ｔ
。

男
性
で
編
成
さ
れ
た
消
防
団
は

あ
る
も
の
の
、
昼
間
は
地
域
外
へ

出
て
お
り
、
常
に
消
火
活
動
を
迅

速
に
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
ぷ
7
な
不
安
な
誰
も
が
抱

い
て
い
た
と
こ
ろ
、
消
防
署
か
ら

婦
人
会
へ
結
成
に
向
け
て
の
お
誘

い
が
あ
り
、
昭
和
五
十
五
年
十
一

月
に
笠
取
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が
誕

生
し
ま
し
た
。

結
成
後
四
年
経
っ
た
現
在
、
活

動
も
軌
道
に
乗
り
、
こ
れ
か
ら
は

ク
ラ
ブ
員
相
互
の
人
間
関
係
を
更

に
深
め
る
こ
と
と
、
水
道
が
完
成

後
は
消
火
栓
操
法
訓
練
も
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。ク

ラ
ブ
タ
結
成
し
て
得
ら
れ
た

一
番
の
収
穫
は
、
何
と
い
っ
て
も

火
災
予
防
の
た
め
の
警
火
心
が
、

日
常
的
に
喚
起
さ
れ
た
こ
と
や
す
。

火
災
は
な
ぜ
起
き
る

た
ば
こ
が
、
投
げ
捨
て
や
消

し
忘
れ
な
ど
弓
ぷ
ハ
種
に
な
り
、

何
か
に
燃
え
移
り
火
災
が
発
生

す
る
衣
つ
に
、
火
災
に
至
る
ま

で
に
は
必
ず
、
発
火
源
と
着
火

物
と
の
間
に
「
経
過
（
人
的
行

為
）
」
が
介
在
し
て
い
李
す
。

防火相談

市内4署で常時開設

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
う
っ

か
り
、
ま
た
、
む
と
ん
ち
ゃ
く

な
芦
ｔ
ハ
間
の
弱
点
が
、
発
火
物

と
着
火
物
と
の
橋
渡
し
を
し
、

多
く
の
火
思
尿
因
と
な
っ
て
い

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

（
放
火
を
防
ぐ
た
め
の
注
意
）

▼
家
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物

盈
皿
か
な
い
。

▼
空
き
家
や
物
置
な
ど
の
建
物

常
に
火
の
元
点
検
を

求
丿
。

大
切
な
生
命
や
財
産
を
、
一

瞬
に
し
て
奪
う
恐
し
い
火
災
は
、

一
人
ひ
と
り
の
注
意
で
防
げ
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
次
の
こ
と
に

消
防
署
で
は
、
火
災
予
防
や

火
災
発
生
時
の
避
難
心
得
、
救

急
時
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
常

時
、
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。相

談
内
容
は
、
子
丿
七
の
火

遊
び
や
た
ば
こ
に
よ
る
火
災
、

風
呂
の
空
だ
き
、
な
忌
ハ
に
よ

る
火
災
な
ど
を
防
ぐ
た
め
の
注

意
点
か
ら
、
水
災
や
地
震
時
の

避
難
方
法
、
煙
の
性
質
、
火
災

発
見
時
の
通
報
の
し
方
な
ど
ど

ん
な
事
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
救
急
車
の
利
用
方
法

は
、
し
っ
か
り
戸
締
ま
り
欠

（
た
ば
こ
へ
の
注
意
）

▼
寝
た
ば
こ
は
レ
な
い
。

▼
た
ば
こ
は
灰
皿
が
あ
る
場
所

で
啄
コ
。

と
利
用
時
の
マ
ナ
ー
、
応
急
手

当
法
、
人
工
呼
吸
法
、
疾
病
に

応
じ
た
病
院
へ
の
問
い
Ａ
ｍ
＼

の
し
方
な
り
に
石
お
教
え
に
羊
子
。

相
談
は
、
次
の
四
ヵ
所
で
応

じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
ぐ
だ
さ
い
。

〈
相
談
場
所
〉

▼
宇
治
市
消
防
本
部
予
防
課
、

宇
治
市
消
防
署
指
導
係
（
宇

治
琵
琶
Ｌ
の
3
き
⑩
0
1
1

9
）

▼
灰
皿
に
は
水
掌
八
れ
る
。

（
揚
げ
油
へ
の
注
意
）

▼
揚
げ
油
の
な
べ
を
ぷ
ハ
に
掛
け

て
い
る
時
は
、
そ
ば
を
離
れ

な
い
。

▼
使
用
後
は
火
を
確
実
に
消
す
。

（
子
ど
も
の
火
遊
び
へ
の
注
意
〉

▼
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
、

手
の
届
か
な
い
所
へ
置
く
。

▼
日
ご
ろ
か
ら
火
の
大
切
さ
、

恐
し
さ
を
教
え
る
。

▼
火
菰
刄
手
る
の
は
六
歳
か

ら
九
歳
ご
ろ
ま
で
。
特
に
注

意
と
指
導
を
こ
ま
め
に
。

▼
東
宇
治
消
防
分
署
、
指
導
係

（
五
ヶ
庄
芝
ノ
東
2
8
1
2
豊

⑩
8
7
5
9
）

▼
西
宇
治
消
防
分
署
、
指
導
係

（
伊
勢
田
町
大
谷
1
9
－
1
6
≪

⑩
4
7
（
Ｍ
）
Ｏ
）

▼
西
小
倉
消
防
分
署
、
指
導
係

（
伊
勢
田
町
遊
田
1
0
－
2
Ｓ

⑩
3
9
0
0
）

こ
の
ほ
か
、
ご
要
望
に
よ
石

町
内
会
や
事
業
所
に
出
向
い
て
、

防
火
映
画
や
ス
ラ
イ
ド
の
上
映

を
し
て
い
未
了
。
合
わ
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

消
防
署
発
足
三
十
周
年
を
祝

ラ
記
念
事
業
と
し
て
、
「
歩
行

者
天
国
」
が
七
月
一
日
旧
に
、

宇
治
橋
通
り
で
行
わ
れ
ま
す
。

時
間
は
正
午
か
ら
午
後
五
時
ま

で
す
。

当
日
は
、
救

助
車
や
バ
ス
ケ

ッ
ト
付
蔭
種
子

車
な
星
公
易

消
防
自
動
車
を

宇
治
橋
通
り
に

配
置
。
正
午
に

消
防
車
の
サ
イ

レ
ン
を
一
斉
に

鳴
ら
し
て
、
開

幕
奎
け
ま
す
。

午
後
一
時
か

ら
宇
治
橋
通
り

御
旅
所
か
起
点

に
京
都
市
消
防

みんな集まろう

局
音
楽
隊
、
京
都
ｚ
驚
失
の

Ｃ
Ｒ
Ｃ
部
（
チ
ア
ガ
ー
ル
）
を

先
頭
に
、
市
や
消
防
関
係
者
、

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
ら
に
よ
る

防
火
バ
レ
ー
ド
奎
只
都
銀
行
宇

治
支
店
ま
で
行
い
ま
す
。
同
銀

行
前
で
、
市
長
、
市
議
会
議
長

の
あ
い
さ
つ
や
花
束
贈
呈
の
式

典
の
外
、
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏

が
行
わ
れ
李
丁
。

さ
ら
に
、
起
震
車
に
よ
る
体

験
乗
車
、
人
工
呼
吸
法
の
実
技

披
露
、
各
種
統

計
・
パ
ネ
ル
展
、

防
火
相
談
、
紙

歩行者天国

7月1日（日）・宇治橋通り

‐
‐
や
、
風
船
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
行

わ
れ
ま
す
。

夏
の
一
日
か
戸
岑
ぞ
、
ご
家

族
お
そ
ろ
い
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

防
火
の

心
得

度
は
た
ぱ
こ
と
並
ん
で
火
災
原
医

の
ト
″
プ
に
な
っ
て
い
康
ｙ
。

国
家
の
制
度
化
に
先
駆
け
て
市

独
自
に
開
始
し
た
救
急
業
務
も
、

三
十
四
年
曇
足
時
の
年
間
出
動
八

十
八
件
に
対
し
て
、
五
十
八
年
度

は
二
千
七
百
九
十
七
件
と
約
三
十

二
倍
に
膨
張
。
し
妬
む
当
初
は
9
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成
人
病
の
早
期
発
見
に

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
を
募
集

市
で
は
、
成
人
病
の
早
期
発
見

と
予
防
を
図
る
た
め
、
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
を
対
象
に
、
半
日

人
間
ド
ッ
ク
検
診
料
補
助
制
度
を

設
け
、
検
診
料
の
七
割
夕
禰
助
し

で
い
ま
す
。

昨
年
度
は
百
八
十
八
人
が
受
診
。

こ
の
う
ち
十
四
人
は
健
康
で
し
た

が
、
そ
の
他
の
人
に
は
何
ら
か
の

異
常
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
・
：
①
検
診
日
に
、
宇
治
市

の
国
保
に
継
続
し
で
一
年
以
上

加
入
し
で
い
る
人
で
、
四
十
歳

以
上
六
十
五
歳
未
満
の
人
②
検

診
日
に
入
院
ま
た
は
妊
娠
し
て

い
な
い
人
。
な
お
、
昨
年
度
こ

の
制
度
で
受
診
さ
れ
た
人
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
検
診
内
容
・
・
京
都
第
一
赤
十
字

病
院
で
成
人
病
を
中
心
と
し
た

総
合
健
康
診
断
。

明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り

衆
ｙ
す
め
る
う
え
で
欠
か
せ
な

い
の
が
、
、
税
金
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
自
分
の
納
め
た

税
金
は
一
体
ど
の
ぶ
コ
に
倣
わ

▼
検
診
日
・
・
・
九
月
一
日
か
ら
来
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
希
望
の

日
。
た
だ
し
、
希
望
日
以
外
に

な
る
こ
と
も
あ
り
濠
す
。

▼
検
診
費
用
・
・
・
検
診
料
（
男
子
三

増えつづける「ガン」その予防と治療

万
一
八
千
円
、
女
子
三
万
九
千
円
）

の
七
割
補
助
で
、
男
子
は
一
万

八
百
円
、
女
子
は
一
万
一
千
七

百
円
の
負
担
。

▼
申
し
込
み
・
・
・
七
月
一
日
か
ら
受主催宇治市　協賛宇治久世医師会

死
因
の
第
一
位
を
占
め
る
ガ
ン
の
正

し
い
認
識
と
対
処
に
つ
い
て
学
び
ま
し

ょ
う
。
こ
の
機
会
に
す
す
ん
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

れ
て
い
る
の
だ
ろ
ラ
か
と
疑
問

に
思
う
こ
と
は
な
い
で
し
Ｉ
フ

か
。

も
し
、
皆
さ
ん
が
貴
重
な
家

計
の
中
か
ら
納
め
た
税
金
の
ゆ

く
え
を
見
守
っ
て
ゆ
く
な
ら
、

大
抵
の
場
合
、
納
め
た
税
金
を

上
回
る
彗
菅
亮
け
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
未
丁
。

そ
し
て
、
税
金
の
使
い
み
ち

を
知
る
こ
と
に
よ
つ
刄
「
取

＾
ｓ
＾
れ
る
も
の
」
か
ら
「
納
め
る

も
の
」
へ
と
認
識
を
深
め
て
い

た
だ
哉
住
み
よ
い
豊
か
な
町

け
付
け
。
印
鑑
と
保
険
証
ｍ
＞

つ
て
保
険
年
金
課
へ
。
電
話
で

も
申
し
込
め
拿
す
が
、
後
日
来

庁
し
手
続
き
を
し
て
ｙ
だ
さ
い
。

な
お
、
定
員
は
二
百
人
で
す
。

（
保
険
年
金
課
）

お
知
ら
せ

市
・
府
民
税
の
納
期

6
月
は
、
市
・
府
民
税
（
普
通

徴
収
分
）
第
1
期
分
の
納
期
月
で

す
。
納
期
限
ま
で
に
お
忘
れ
な
ぐ

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
め
て
ぐ

だ
さ
い
。
（
納
税
課
）

小
学
校
プ
ー
ル

管
理
補
助
員
の
募
集

▼
資
格
・
・
・
1
8
歳
以
上
の
男
子
・

女
子
▼
期
間
…
7
月
2
1
日
Ｆ
8
月

3
1
日
の
内
の
1
3
日
間
▼
勤
務
時
間

・
：
午
前
8
時
半
～
午
後
4
時
半
▼

賃
金
・
・
・
日
額
三
千
五
百
円
▼
勤
務

場
所
・
：
市
教
委
が
指
定
▼
勤
務
内

容
・
・
・
児
童
の
水
泳
監
視
、
プ
ー
ル

施
設
の
整
備
・
点
検
な
ど
▼
申
し

づ
く
り
に
積
極
的
に
参
回
し
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

（
市
税
の
ゆ
く
ぇ
）

昭
和
五
十
九
年
度
の
市
税
収

入
の
見
込
み
は
、
約
百
三
十
九

億
円
で
す
が
、
こ
れ
を
一
世
帯

当
た
り
に
す
る
と
、
約
二
土
ハ

身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

万
五
千
円
で
、

こ
の
内
個
人
の

市
民
税
は
約
十

二
万
五
千
円
。

一
方
、
歳
出
は

あなたが納めた市税10,000円のゆくえ（59年度当初予算）

－－－・・－・一・・・・一－－－－

一
世
帯
当
た
り
約
五
十
四
万
一

千
円
に
な
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
い
く
つ
か
に
つ

い
て
、
一
人
ま
た
は
一
世
帯
当

た
り
の
費
用
か
み
る
と
、
下
図

の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
あ
な
た
が
市
税
一
万

円
か
納
め
る
と
、
こ
の
一
万
円

は
上
図
の
ぶ
つ
に
祀
記
笛
す
。

（
市
民
税
課
）

お買い物のめやす

消費者物価20（６月分

）
この公表価格は，6月始めに実施した消費生活モニ

ター店頭価格調査に基づくものです。（商工観光課）

品ａ■ 規格
平均

価格

箇格状況 最高

価格
最低ｍｍ

Ｎｉｌ月比

灯油
181店頭

円
1，472

％

0．6

円

ｌ．584

円

1．400

18（配達 1．511 0．71，6101，440

がソリン
レギュラー11現金充り

141 0．7 150 133

テイッシュペー／ｆ－
400枚入ｌ箱（クリネックス・スコッテイ）

154▲1．3 165 100

台所用ラップサランラップ30ｃｍＸ20ｃｍ226 0．4 238 ｉｅ8

アルミホイル25ＣＩ1ＩＸ8ｍ155Ａ2．5198 108

シャンプー 液体ポリ容器220ＣＣ花王エッセンシャル232▲1．3 290 210

ｉｔ泄用粉石けん2．4ｋｇ 890 2．2950 780

牛肉 すきやき用中程度ｌＯ）ｇ363▲0．8 400 255

ｓ．ｓけ切身100ｇ 279 3．0 430 160

バレイショ 男爵ｌＯＯｇ 31▲13．9 48 18

キャベツ中玉約Ｕｓ 136▲123．9480 46

鶏卵
Ｍサイズパック入10個

173Ａ13．5 198 148

食用油
日清サラダ油瓶入ｌ，650ｇ

593 1．6 680 495

しよう油
キッコーマン濃□瓶入2Ｉ

539
▲0．4 598 515

砂糖 上白ｌｋ｜ 260
▲1．1 ■280 238

小麦粉 日清小麦扮フラワーｌ㎏（簿力粉）202▲3．3 231 163

インスタントコーヒーネスカフェ黒ラベル瓶入150ｇ
974●●
▲0．9 1．08Ｓ 798

みそ グヶヤミソＵｇ326 1．9 338 285

食’｛ン
普通品1斤（スライスしたもの）

166▲0．6 180 150

洗濯代 ワイシャツ白の畏そで143Ａ6．Ｓ180 120

込
み
・
・
・
6
月
3
0
日
ま
で
に
、
市
販

の
贋
害
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

写
真
添
付
の
上
、
市
教
育
委
員
会

総
務
課
へ
提
出
か
μ
な
お
、
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
書
類
選
考
。

（
教
育
委
員
会
総
務
課
）

育
成
学
級

夏
期
ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集

▼
資
格
・
：
大
学
生
▼
期
間
・
・
・
7

月
2
1
日
―
ａ
ｏ
月
3
1
日
（
日
曜
日
と

8
月
1
3
日
卜
1
6
日
を
除
ぐ
）
▼
動

務
時
間
…
午
前
9
時
1
午
後
5
時

▼
申
し
込
み
・
：
6
月
2
3
日
ま
で
に
、

行政サービス単位当たり費用（59年度当初予算）

3，453円16，220円224，001円109，392円

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
写
真
添
付
の
上
、
市
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
、
育
成
指
導

係
ま
で
本
人
持
参
で
。（

社
会
教
育
課
）

「
農
業
委
員
」
選
挙

立
候
補
者
打
ち
合
わ
せ
会

七
月
十
五
日
に
行
ｐ
れ
る
「
農

業
委
員
き
委
員
選
挙
の
、
立
候

補
予
定
者
と
の
事
務
打
見
Ｂ
せ

会
を
開
き
柔
ｙ
。
立
候
補
予
定
者

は
必
ヂ
ご
出
席
ぐ
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
・
・
6
月
2
6
日
脚
、
午
後

1
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市

職
員
会
館
大
会
議
室
。

（
選
挙
管
理
委
員
合

身
体
障
害
者
の

巡
回
更
生
相
談

▼
と
き
・
・
・
6
月
2
5
日
側
、
午
後

Ｌ
時
Ａ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総
合
福

祉
会
館
▼
相
談
内
容
…
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
や
再
交
付
に
必
要

な
診
断
。
補
装
具
の
交
付
や
修
理

に
必
要
な
診
断
。
な
お
、
手
帳
の

交
付
や
再
交
付
申
請
に
は
ぽ
ｔ
と

顔
写
真
Ｌ
枚
（
嘩
弓
×
横
3
り
）

が
、
補
装
具
の
交
付
と
修
理
申
請

に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

現
在
補
装
具
か
便
っ
て
い
る
人
は

必
ず
補
装
具
か
痔
参
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
、
費
用
は
無
料
。
（
福
祉
課
）

鵜
（
ウ
）
飼
い
ツ
ア
ー

宇
福
川
の
鵜
（
ウ
）
飼
い
戦

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
こ
う
と
、
宇
治
川
・
納

涼
鵜
飼
い
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
実
施
日
に
は
専
用
バ
ス
が
市

内
か
巡
回
し
ま
す
。

▼
実
施
日
・
：
7
月
1
日
㈲
・
1
5

日
面
、
8
月
1
9
日
間
▼
募
集
人
員

・
・
・
各
1
0
0
人
▼
申
し
込
み
…
宇
治
市

観
光
セ
ン
タ
ー
か
、
宇
治
観
光
案

内
所
で
参
加
券
か
購
入
し
で
Ｉ
だ

7
月
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
教
室

社
会
福
祉
協
議
心
一
で
は
、
在
宅

障
害
者
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

一
環
と
し
て
、
七
月
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
教
室
を
開
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

襲
惹
祉
協
議
心
一
（
公
⑩
5
6
5

4
）
へ
。

〈
卓
球
教
室
〉

▼
と
き
・
：
7
月
1
5
日
間
か
ら
、

毎
月
第
3
日
曜
日
。
午
後
2
時
か

ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総
合
福
祉
会
館
▼

対
象
・
・
・
在
宅
障
害
者
▼
費
用
・
・
・
無

料
▼
申
し
込
み
期
間
・
・
・
6
月
2
1
日

1
7
月
5
日
。

（
バ
ン
パ
ー
教
室
〉

▼
と
き
・
・
・
7
月
2
2
日
面
か
ら
、

毎
月
第
4
日
曜
日
。
午
後
1
時
半

か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合
福
祉
会
館

▼
対
象
・
：
在
宅
障
害
者
▼
費
用
・
・
・

無
料
▼
申
し
込
み
・
：
6
月
2
1
日
1

7
月
1
＜
Ｍ
日
。

（
社
心
一
福
祉
協
議
合

▲印は減

さ
い
。
各
実
施
日
の
3
日
前
で
締

め
切
り
ま
す
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
宇

治
観
光
竪
ズ
豊
⑩
1
1
4
）

へ
。
（
商
工
観
光
課
）

少
年
・
少
女

陸
上
競
技
教
室

▼
と
き
…
7
月
2
6
・
2
7
・
3
0
・

3
1
日
、
8
月
2
・
4
・
6
・
7
日

の
8
日
間
、
午
前
9
時
半
～
正
午

▼
と
こ
ろ
…
太
陽
が
丘
陸
上
競
技

場
▼
内
容
・
・
・
走
・
跳
・
投
の
基
礎

体
力
の
養
成
。
陸
上
競
技
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
▼
対
象
・
定
員
…

小
学
生
8
0
人
▼
参
加
料
・
・
・
三
千
二

百
円
▼
申
し
込
み
・
：
は
が
き
に
教

室
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
学

校
名
、
電
話
番
号
を
書
い
ぺ
広

野
町
八
軒
屋
谷
1
、
山
城
総
合
運

。
動
公
園
管
理
事
務
所
へ
。
7
月
1
0

日
必
着
▼
問
い
命
幻
せ
・
：
同
管
理

事
務
所
（
豊
＠
Ａ
1
3
）
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

小
学
生

軟
式
テ
ニ
ス
教
室

▼
と
き
・
：
7
月
7
Ｅ
出
Ａ
月

5
日
面
、
毎
週
土
・
日
の
8
日
間

（
7
月
2
1
・
2
2
日
は
除
ぐ
）
で
、

午
後
2
時
ｒ
5
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
黄

聚
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
対
象
…

小
学
校
5
・
6
年
生
男
女
▼
定
員

・
・
・
5
0
人
▼
参
加
料
…
無
料
▼
申
し

込
み
・
：
電
話
で
、
市
教
育
委
員
会

市
民
体
育
課
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

小
学
生

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

▼
と
き
・
・
・
7
月
7
日
出
ふ
月

公民館のおしらせ

○宇治市公民館…宇治里尻71の9

（ｎ＠2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑34

の7（ｎＲ8290）

○宇治市小倉公民館・．；小倉町寺内

91（雲⑩4687）

郷
土
史
講
座

茶
づ
く
り
の
あ
ゆ
み

▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
の
と

お
り
▼
会
場
・
：
木
幡
公
民
館
、

木
幡
地
域
の
茶
園
▼
講
師
・
：
若

原
英
式
さ
ん
吊
歴
史
資
料
室
）
、

茶
摘
み
指
導
は
永
谷
海
塞
さ

ん
（
製
茶
業
）
▼
対
象
・
：
市
内

在
住
の
人
▼
定
員
3
0
人
（
先
着

順
）
▼
費
用
・
・
・
茶
代
二
百
円
▼

持
参
品
・
：
筆
記
用
具
、
第
2
回

は
弁
当
▼
申
し
込
み
…
木
幡
公

民
館
へ
茶
代
か
添
え
直
接
来
館

で
。
（
木
幡
公
民
館
）

郷土史講座の日程表

回 とき 内容

1
7月5日附

13時～15時
古代・中世の茶

2
7月10日（火）

10時～15時

茶摘みと釜（かま）

いり茶（実習）

3
7月20日吻

13時－15時
宇治製法のひろがり

4
7月27日出

13時－15時
近・現代の茶業

ジ
ュ
ニ
ア
天
文
教
室

▼
と
亨
・
7
月
7
日
出
、
午

後
7
時
Ｆ
9
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木

幡
公
民
館
▼
テ
ー
マ
・
：
夏
の
星

座
と
月
・
火
・
木
・
土
星
（
プ

・
フ
ネ
タ
リ
ウ
ム
奎
便
っ
て
の
学

習
と
天
体
観
望
）
▼
講
師
・
：
明

星
天
文
館
長
、
江
上
賢
三
さ
ん

5
日
間
、
毎
週
土
・
日
の
8
日
間

（
7
月
8
・
2
9
日
は
除
ぐ
）
で
、

土
曜
日
は
午
後
2
時
～
4
時
、
日

曜
日
は
午
前
9
時
～
正
午
▼
と
こ

ろ
：
大
開
小
学
校
▼
対
象
…
小
学

校
4
ぶ
年
生
男
女
▼
定
員
・
・
・
4
0

人
▼
参
加
料
・
・
・
無
料
▼
申
し
込
み

・
・
・
電
話
で
、
市
教
育
委
員
会
市
民

▼
持
参
品
・
：
筆
記
用
具
、
懐
中

電
灯
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
親

子
（
子
芦
も
は
小
学
校
4
年
生

以
占
▼
定
員
・
・
・
親
子
5
0
組
で

先
着
順
▼
申
し
込
み
・
・
・
木
幡
公

民
館
へ
電
話
か
来
館
で
。

（
木
幡
公
民
館
）

市
民
ア
ト
リ
エ

＝
絵
画
（
油
絵
）
教
室
＝

▼
指
導
者
・
・
・
新
芸
術
竪
昌

員
、
斉
藤
満
温
さ
ん
▼
定
員
・
・
・

3
0
人
で
先
着
順
▼
教
材
費
・
：
千

円
▼
日
程
・
内
容
は
左
表
。

＝
版
画
教
室
―

～
多
色
刷
り
版
画
（
版
木
）
～

▼
指
導
者
・
・
・
木
幡
中
学
校
教

諭
、
馬
場
徹
さ
ん
▼
定
員
…
9

人
で
先
着
順
▼
教
材
費
・
・
七
百

円
▼
日
程
・
内
容
は
左
表
。

各
教
室
と
も
、
▼
時
間
・
・
・
午

後
7
時
ぶ
時
▼
会
場
・
・
・
宇
治

市
公
民
館
▼
対
象
…
市
内
に
在

住
、
ま
た
は
勤
務
す
る
1
6
歳
以

上
の
人
▼
用
具
に
つ
い
て
は
第

1
講
時
に
説
明
▼
申
し
込
み
・
・
・

宇
治
市
公
民
館
へ
直
接
来
館
か

電
話
で
。
（
宇
治
市
公
民
館
）

絵画教室の日程表版画教室の日程表

眸 内容
1 ％咄 闘講式・オリ乙ンテーシｓンＧ酋私力雌叫）

2 崩9 油彩（静物）1
3 ％吻 油Ｖｉ－（静物）2
4 糸勿デッサン（裸婦）
5 ％吻 クロッキー（裸婦）
6 ’ＡＷ油■ｆｉ（Ｋ物）1
7 ％ｍ 油ｆｉ（人物）2

日程 内容
・1 瑞村開講式■オリエンテーシ●ン毎伜刷り駈画力Ｓ明

2 刄詞色分解の作業
3 ％困版木に転写
4 ％困彫刻についての説明
5 昭村ためし刷り
6 ％哨本刷り
7 ％ｆＶｌ完成と合評会

体
育
課
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ぱ

〈
卓
球
・
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
〉

▼
と
き
・
・
・
7
月
2
日
㈲
、
午
後

7
時
半
Ｆ
9
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
中
学
校
体
育
館
。
上
靴
忿
持
っ

て
直
接
会
場
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

340

在
宅
障
害
者
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

税を知る②

　小学校費

（児童l人当たり
　清掃費

（世帯当たり）

健康講演会のお知らせ
市税の

使いみち

ｊとき…6月Z9日（金）

　　　　午後2時～4時

　ところ・・・宇治市保健医療センタ・

　atts…水上智夫医師

　　　　（ユニチカ中央病院SI院長
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